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・支部URL　http://jashcon-saitama.com/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡良瀬遊水地ヨシ焼き撮影　安村英雄氏）
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　今年の桜は、開花時期が早かったにもかかわらず、気温の低い日も有り予想よりも開花期間が長かったようです。先日、奈良県桜山に在る世界遺産金峰山寺に行ってきました。金峰山寺は、修験道の総本山で、蔵王堂（世界文化遺産）は正面５間、側面６間、高さ約34m、檜皮葺き（ひわだぶき）の東大寺仏殿に次ぐ木造大建築とのことです、本堂には、蔵王権現像（重要文化財）３体が祀られています。同じく桜山に在る国宝仁王門の平成大修理勧進ということで、ご本尊特別ご開帳の期間であったので、本堂の中に入りお参りをしてきました。心あらたかな気持ちになりました。５月１日に「平成」が新元号「令和」に改元されます。新たな時代の始まりです。埼玉支部も昨年５月に支部長が交代し、早くも１年が経ちますが、これを機に更なる発展が期待されます。
これから、天候の急激な変動により熱中症にかかりやすくなる季節です。くれぐれもご健康に気を付けご活躍くださるようご祈念申し上げます。　　　　　（事務局広報部）
ニュースの主な内容
■研修部だより
平成31年3月7日（木）武蔵浦和コミュニティセンターにて第118回研修会が開
催されました。

（１）小川真会員は「ルールはどうしたら守れるか」をテーマに、現場の安全担当として

の経験から、作業中にルールが守られていない事例を個々に紹介されました。ルールが
ある根拠（先人の血の一滴）を多くの人に伝え、説得することの難しさを克服するには、
事業場トップの強い意志のもと、必要な施策を粘り強く進めることの重要性を指摘され
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ました。また設備等の対策により、ルールを守りやすい環境の実現を期待されました。
（２）金子弘会員が、津和野を訪れて森林太郎の墓碑銘について抱いた疑問点について、「知られざる森鴎外」として、紹介していただきました。小説「舞姫」のエリスは、ドイツ
滞在中の恋人エリーゼがモデルであり、最近明らかになったエリーゼの生涯も紹介していただき、興味深い講演でした。

（研修部長　中澤富夫氏）
■事務局だより

（１）平成30年度第3回幹事会が2月16日（土）に開催されました。

　　　①報告事項

・企画部より、労働安全・衛生コンサルタント会活用の手引きについて、農作業安全アドバイザーについて掲載することとする。また、広報活動を広域に行き渡るようなことを検討していく。
・研修部より、3/7武蔵浦和のコミセンで実施予定。講師は小川(真)さん、金子(弘)さん。4月の見学研修会→5/17(金)理化学研究所(和光)を予定している。
　　　 ・業務部より、相談件数：2月16日現在で20件

　　　 ・広報部より、規程の改正をホームページに掲載（1月30日）

　　　 ・会計部より、埼玉りそな銀行　岩槻支店、大宮支店の口座は今年度中に閉鎖する。　　　
②審議事項

　　　　・本会決算書へ支部統合方法について会計部で進行。　　　　　

　　　　・支部総会日程6月14日（金）、場所：浦和コミンニュティセンター予定
　　　次回幹事会予定

　　　　　　令和元年5月11日（土）13:00～　　
　（２）埼玉労働局長他よりの支部長周知・要請の依頼等
　　　　通達の内容は、支部事務所の机上の「供覧ファイル」に綴ってあります。　　
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■最近の報道より

・４月３０日　新元号決まる　（讀賣新聞）

　　政府は１日、「平成」に代わ

る新元号を「令和」と決めた。国内では、645年の「大化」以降、248番目の元号となる。1か月後の5月1日に改元される。
■皆様方からの寄稿
　多くの方々から、SSHCONニュースに写真等の寄稿
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ありましたので、紹介致します。
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EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たかとう),高遠)城址公園の桜見物旅紀行　　　　　　　　　　　　　　　　　（支部長　石田　亨氏）
4月12日(金)午前10時半頃、春日部から信州伊那路の高遠城址公園の桜見物に向けて出立しました。岩槻インターから東北道、圏央道、中央道と高速道路に乗り、途中談合坂SAで昼食を取り、順調に進んできましたが春日部では薄日のさす天気だったのが、諏訪地方に来ると急に小雪が舞い、そして雨も降り出してきました。途中コンビニでビニール傘を買って現地に向かいました。高遠城址公園に着いたのが午後3時半頃でしたので、約5時間の行程でした。この頃には、雨も幾分小ぶりにはなっていましたが、気温は4℃程度で真冬のようで、4月10日(水)に降った雪がまだあちこちに溶けずに残っていました。観光協会でも当初の予定では4月14日(日)頃の満開を予想していたらしいですが、ここ数日の冷え込みで開花が止まっていて3～4割程度の開花とのことでした。それでも、城内に入ってみるとソメイヨシノとの違って濃いピンクをした約1500本のタカトウコヒガンザクラが咲きほこっていました。城内を一周した後、甘酒で体を温めて帰りました。
翌13日(土)は前日と打って変わって、晴天に恵まれました。宿泊した高台のホテルからは前方に山頂に雪を抱いた北アルプスが、右手には南アルプスが見え自然の雄大さに見とれました。
次に向かったのが、木曽路の中山道沿いの宿場町である奈良井宿です。江戸時代の往時を偲ぶ街道には約1kmにわたって当時の街並みが保存されていました。明治天皇が立ち寄って昼食を食べられた上問屋資料館を見学したり、お土産を買ったり、信州名物のおやきを食べたりして帰ってきました。
帰りは塩尻まで北上し、長野道、中央道と来る時とは逆の経路が帰りました。途中、諏訪PAでは眼下に諏訪湖を、遠くには雪を抱いた山を、中央道では正面に真っ白な富士山を、又左手には45年前に縦走した八ヶ岳を眺め、しばし心の癒しを得ながら帰途に着きました。
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次号は7月中旬頃発行予定です。皆様よりの情報提供を期待しています。
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幸手権現堂桜堤　桜と菜の花競演


（桜沢　政春氏）








ひたち海浜公園ネモフィラの群生 　


（桜沢　政春氏）





（阿部　和治氏）





（阿部　和治氏）





・今回のSSHCONニュースに対するご感想・意見等をお寄せ下さい。


・みなさんがお持ちの情報、写真等で会員のみなさんに提供したいものがありました


ら、連絡下さいますようお願い致します。








1

